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１．目的  

港湾・海岸事業の実施にあたっては，環境アセスメントを検討するための生物環境調査が実施されることが

ある．しかしながら，こうした調査の実施に際しては，費用面や工程等の事情により，時期や時間帯等の調査

条件が限定されることが多いのが現状である． 

そこで本研究では，既報により環境評価手法として有効であることが示された淡路・東播海岸における HSI

モデルの更なる精度向上と，そのモデルの別海域である大阪湾沿岸への適用を検討した． 

 

２．研究内容 

(1) 調査の概要 

調査地は，図-1 に示す淡路・東播海岸が 6 地点，大阪湾

沿岸が 4地点である．淡路・東播海岸における調査は，2013

年 4 月から 6 月にかけて 2 回，大阪湾沿岸における調査は，

2012年 6月から 2013年 12月にかけて 8回実施した．また，

淡路・東播海岸および大阪湾沿岸において 1998 年 9 月から

2011 年 11 月までに 15 回行われていた橋中ら 1)と古林ら 2)

の既存の調査データも加えて考察した．その結果，淡路・東

播海岸における調査回数は全 13 回，大阪湾における調査回

数は全 23回となった．  

現地調査では，気象 5項目（天候，気温，湿度，風速，風

向)，水質 5項目（水温， pH，DO，塩分，COD）および付着生物の確認種数を測定した． 

(2) 過去の水質調査結果の異常値 

 過去の水質調査結果では，第1回から第3回調査のpHにおける観測値の中に異常に高い値が集中していたが，計測

器を変更した第6回調査以降については，調査結果が安定していた．このことから，機械的異常値が含まれていたと考え，

これらを控除の対象とした．また，第13回調査における阿万では，

調査地点付近で実施されていた海上工事が影響し，CODの値が高く

なったものと考え，これも控除の対象とした． 

(3) 淡路・東播海岸における HSIモデル 

図-2 は，東播海岸における HSI モデルで，既報 3)のものと

同様に橋中ら 1)の方法に従い，前述した控除対象データを取り

除いた上で SI モデルを作成し，限定要因法で構築した HSI モ

デルである．これによると，R
2が既報の R

2＝0.877より大きく

なっており，精度の向上が確認された． 
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図-1 調査地点 

図-2 東播海岸における HSI モデル 
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(4) 別海域への適用 

淡路・東播海岸で構築された HSIモデルを別の海域である

大阪湾沿岸に適用できるか検討するため，大阪湾沿岸について

も付着生物生息環境の再現を試みた．図-3および図-4はその一例

を示したものであり，モデル構築は基本的に淡路・東播海岸モデル

のSI直線を用いた．その結果，pH と DO においては，海域に

よる観測値の差が少ないことからそのまま大阪湾沿岸へ適

用することができたが，塩分と COD については新たに SI直

線を算出する必要があった．特に COD に関しては，閉鎖性

水域における水産用水基準が 2mg/L であることを踏まえて

SIC=1.00 の範囲を決定したことにより，構築した HSIモデル

は淡路・東播海岸における結果よりも理想的な直線から各確認種

最大値が離れている．また，SIモデルと構築した HSIモデル

において，特に，淀川河口付近の舞洲における調査結果に起

因して，確認種最大値が離れていることがわかった． 

 

(5) 別海域へ適用したモデルの精度向上 

本研究では，HSI モデル構築の際の統合法を限定要因法で

行っており，各 SIの最小のものが付着生物の生息環境に大き

く影響を与え，そこに生息できる種数を制限するとしている．

このことから水質等の環境が大きく異なる調査地点では，同

一の HSIモデルを適用することが難しいと考えて，舞洲で観

測された種と各地点で低塩分時に観測された種をリストア

ップして HSIモデルを構築し，低塩分海域における結果を図

-5示した．その結果，僅かではあるが精度は向上したものの，

R
2は小さく，さらなる HSIモデルの改良が望まれる． 

 

３．主要な結果  

(1) 異常観測値を取り除くことで HSIモデルの精度はさらに向上した． 

(2) 淡路・東播海岸における HSI モデルを大阪湾に適用する場合，塩分と COD はそのままでは適用できず，

新たに SI 直線を引き直す必要がある．しかし，これを行っても舞洲の確認種数が他地点に比べ非常に少

ないことが影響し，HSIモデルの精度は低くなった． 

(3) 水質環境が大きく異なる海域では一つの HSIモデルで付着生物の生息環境を評価することは難しいが，低

塩分海域のモデルを構築することで一定の精度が得られた． 
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図-3 大阪湾における SIモデルの一例 

図-4 大阪湾における HSI モデル 

図-5 低塩分種 HSI モデル 
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